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知多北部議長会議員研修会を開催しました
　７月21日、勤労文化会館やまももホールにおいて、知多市、東海市、大府市の市
議会議員が「こころに寄り添うコミュニケーション～ゲートキーパーの役割と自殺
に傾く方への適切な対応とは～」と題した講演を聴講しました。
　開催に当たっては、マスクの着用、アクリル板の設置や検温などを行い、新型コ
ロナウイルス感染症対策を徹底しました。
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第
５
回
市
議
会
定
例
会
を
８
月
30
日
か
ら
９
月
17
日
ま
で
の
19
日
間
を
会
期
と
し
て
開
き
ま
し

た
。

　
知
多
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
知
多
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
は
じ
め
13
議
案
を
可
決
、
報
告
２
件
を
受
理
、
同
意
案
１
件

に
同
意
し
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
知
多
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含

む
５
会
計
の
決
算
を
認
定
ま
た
は
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

 ９
月
議
会
第
５
回 

定
例
会

委
員
長

　伊
藤
清
一
郎

　副
委
員
長

　中
山
貴
弘

委

　員

　久
野
た
き

　
　泉

　清
秀

　古
俣
泰
浩

　
　
　
　勝
崎
泰
生

総
務
委
員
会

　
議
案
第
41
号
関
係

　
９
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
査
状
況
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

新
た
に
購
入
す
る
は
し
ご
自
動
車

許
容
荷
重
や
作
業
半
径
が
向
上

問　
新
た
に
購
入
す
る
は
し
ご
自
動
車
に
関
し
、

現
行
の
も
の
と
の
性
能
、
機
能
な
ど
の
違
い
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
は
し
ご
先
端
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
許
容
荷
重
が

２
７
０
㌔
㌘
か
ら
４
０
０
㌔
㌘
に
、
リ
フ
タ
ー

の
許
容
荷
重
が
１
８
０
㌔
㌘
か
ら
３
０
０
㌔
㌘

に
増
加
し
て
お
り
、
一
度
に
複
数
の
人
を
救
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
傾
斜
矯
正
角
度
が
７
度
か
ら
11
度
に
、

最
大
作
業
半
径
が
15
㍍
か
ら
18
㍍
に
広
が
る
こ

と
に
よ
り
、
広
範
囲
に
消
防
活
動
が
行
え
、
現

行
の
車
種
よ
り
性
能
が
向
上
し
て
い
ま
す
。現行のはしご自動車

※　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務
　大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長に提出しました。

　未来を担う子どもたちが夢や希望を持ち、健やかに成長していくこと
は、全ての国民の切なる願いである。しかし、学校現場では子どもたち
の健全育成に向けて、日々真摯に教育活動に取り組んでいるものの、い
じめや不登校等、子どもたちを取り巻く教育課題は依然として解決され
ていない。また、特別な支援や日本語教育を必要とする子どもも多く、
一人ひとりに応じた適切な支援を行うための十分な時間が確保できない
などの課題にも直面している。さらに、小学校及び中学校において新学
習指導要領が全面実施となり、学習内容の増加により、子どもたちや学
校現場の負担となっている。
　本年度、義務標準法の改正に伴い、小学校については学級編成の標準
が５年かけて、学年進行で35人に計画的に引き下げられることとなり、
政府予算において、少人数によるきめ細やかな指導体制の整備のために、
744人の定数措置がなされた。しかし、中学校における少人数学級の推
進については、附帯決議の中で触れられるにとどまった。また、依然と
して教職員定数改善計画は示されておらず、子どもたちの健やかな成長
を支えるための施策としては、不十分なものであると言わざるを得ない。
少人数学級は、地域及び保護者からも一人ひとりの子どもにきめ細やか
な対応ができるという声が多く聞かれる。山積する課題に対応し、全て
の子どもたちに行き届いた教育を行うためにも、少人数学級のさらなる
拡充を含めた定数改善計画の早期策定、実施が必要不可欠である。
　また、子どもたちが国内のどこに住んでいても、均等に一定水準の教
育を受けられることが、憲法上の要請である。しかし、三位一体改革に
より、義務教育費国庫負担制度の国庫負担率は、２分の１から３分の１
に引き下げられたままであり、ひっ迫する自治体の財政がさらに圧迫さ
れている。国庫負担率を２分の１へ復元することは、義務教育費国庫負
担制度の堅持とともに、教育の機会均等と水準確保のため、国が果たさ
なければならない大きな責任の一つである。
　よって、国におかれては、財政が非常に厳しい状況の中ではあるが、
来年度の予算編成に当たり、定数改善計画の早期策定・実施と義務教育
費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率２分の１への復元に向けて、
十分な教育予算を確保されるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和３年９月１７日
愛知県知多市議会

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担
制度の堅持及び拡充を求める意見書

※　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、
　財務大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長に提出しました。

　私立高校は、それぞれの建学の精神に基づき、多様な特色のあ
る公教育を行うとともに、時代の要請に応じた教育改革に取り組
んでおり、学校教育において公立高校とともに極めて重要な役割
を担っている。
　国においては、昭和50年に学費の公私間格差是正を目的とした
私立学校振興助成法を制定し、各種助成措置を講じてきた。とり
わけ平成22年に始まった私立高校生に対する「就学支援金」制度
では、昨年度、年収590万円未満世帯の授業料平均額の無償化が
実施され、愛知県においては就学支援金の増額分を全額活用して、
年収720万円未満世帯の授業料と入学金の無償化を実現した。就
学支援金制度施行後およそ10年で、学費滞納など経済的理由によ
る退学者は大幅に減少しており、国のこれまでの私学助成政策は
着実に成果を生んでいる。
　それでもなお、年収910万円未満世帯までが無償化され、それ
以上の所得がある家庭でも年間約12万円の学費で通うことのでき
る公立高校と比べて、私立高校では大きな学費負担が残されてい
る。
　愛知県では高校生の３人に１人が私立高校に通っており、約90
パーセントが進学する高校教育において、学費の「公私格差是
正」と「教育の公平」は全ての子どもと父母の切実な願いであり、
その土台となる国の就学支援金制度の拡充は引き続き重要な課題
となっている。加えて、財政が不安定な私立学校が公立学校と同
一水準の教育条件を確保していくためには、私学助成の国庫補助
と地方交付税交付金による経常費助成の国基準単価を来年度も引
き続き拡充していくことが求められる。
　よって、国におかれては、国の責務と私立高校の重要性に鑑み、
父母負担の公私格差を是正するために「就学支援金」制度を一層
拡充するとともに、私立学校振興助成法に基づく国庫補助制度を
堅持し、私立学校への国庫補助金と、それに伴う地方交付税交付
金を充実することで､私立学校の経常費補助の一層の拡充を図ら
れるよう要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和３年９月１７日
愛知県知多市議会

国による私立高等学校の助成の拡充に関する意見書

問答
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議
案
第
44
号
関
係

　
議
案
第
44
号
関
係

　
議
案
第
44
号
関
係

　
議
案
第
48
号
関
係

　
議
案
第
42
号
関
係

特
殊
詐
欺
対
策
装
置
購
入
補
助
金

広
報
ち
た
な
ど
で
高
齢
者
に
周
知

問　
特
殊
詐
欺
対
策
装
置
購
入
補
助
金
の
65
歳
以

上
の
方
へ
の
啓
発
方
法
及
び
昨
年
以
降
の
市
内

の
特
殊
詐
欺
被
害
の
件
数
と
被
害
額
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
65
歳
以
上
の
方
へ
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
広

報
ち
た
な
ど
で
周
知
す
る
ほ
か
、
チ
ラ
シ
を
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
よ
く
訪
れ
る
施
設
で
配
布

す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に
制
度
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　
昨
年
以
降
の
市
内
の
被
害
件
数
と
被
害
額
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
は
、
市
内
の
被
害
件
数

は
１
件
で
、
被
害
額
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
し
か
し
、
今
年
に
な
っ
て
被
害
が
頻
発
し
て

お
り
、
８
月
末
現
在
で
７
件
発
生
し
、
被
害
額

は
約
７
３
４
万
円
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

70
歳
以
上
の
９
割
が
１
回
目
を
接
種

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
年
代
別

接
種
率
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
１
回

目
の
接
種
率
は
、
９
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上

が
91
・
９
％
、
60
歳
代
が
84
・
１
％
、
50
歳
代

が
66
・
８
％
、
40
歳
代
が
47
・
０
％
、
30
歳
代

が
19
・
４
％
、
29
歳
以
下
が
８
・
４
％
で
す
。

知
多
浦
浜
工
業
団
地
の
土
地
の
一
部

売
買
契
約
を
解
除
し
再
分
譲

問　
知
多
浦
浜
工
業
団
地
土
地
売
買
代
金
返
還
金

に
係
る
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
当
該
土
地
に
関
し
て
、
土
地
売
買
契
約
を
解

除
し
、
売
買
代
金
を
返
還
す
る
と
と
も
に
所
有

者
を
知
多
市
と
し
、
約
２
㌶
の
再
分
譲
の
申
込

み
手
続
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
後
、
新
た
な
立

地
内
定
企
業
を
選
定
し
、
所
定
の
手
続
を
経
て
、

土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

市
内
の
中
学
生
以
下
の
方
を
対
象
に

子
育
て
世
帯
応
援
商
品
券
を
発
行

問　
子
育
て
世
帯
応
援
商
品
券
の
交
付
対
象
者
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
こ
の
商
品
券
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
打
撃
を
受
け
て
い

る
市
内
事
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
発

行
す
る
も
の
で
す
。

　
　
交
付
対
象
者
は
、
令
和
３
年
９
月
30
日
時
点

で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生
以
下
の
方
で

す
。
た
だ
し
、
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

に
出
生
し
た
方
、
同
期
間
内
に
市
内
に
転
入
し

た
中
学
生
以
下
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

電
子
黒
板
41
台
の
追
加
整
備
に
よ
り

目
標
水
準
台
数
の
約
91
％
を
達
成

問　
小
中
学
校
に
配
備
さ
れ
た
電
子
黒
板
の
総
数

と
今
後
の
購
入
予
定
及
び
整
備
目
標
に
対
す
る

現
在
の
整
備
率
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
小
中
学
校
に
配
備
し
て
い
る
電
子
黒
板
は
、

今
回
41
台
を
追
加
整
備
す
る
こ
と
で
、
３
２
７

台
と
な
り
ま
す
。

　
　
現
在
の
ク
ラ
ス
数
に
対
す
る
国
の
目
標
水
準

委
員
長　

林

　正
則

　副
委
員
長　

石
濵
隼
人

委

　員　
冨
田
一
太
郎

　大
村

　聡

　夏
目

　豊

福
祉
文
教
委
員
会

台
数
は
３
６
１
台
で
、
今
回
の
追
加
整
備
で
目

標
の
約
91
％
と
な
り
ま
す
。

　
　
現
時
点
で
追
加
整
備
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
の
ク
ラ
ス
数
の
変
動
な
ど
に
合
わ
せ

て
、
電
子
黒
板
の
配
置
を
調
整
し
、
国
の
示
す

水
準
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減
し
、
学
費
負

担
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
知
多
市
独

自
の
授
業
料
助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

書
▼
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

　
・
提
出
者　
知
多
市
八
幡
の
大お
お
か
わ川
和か

ず
代よ

さ
ん
、

私
学
を
よ
く
す
る
愛
知
父
母
懇
談
会
会
長
の

折お
り
出で

健け
ん
二じ

さ
ん
、
愛
知
私
学
助
成
を
す
す
め

る
会
会
長
の
寺て

ら
田だ

京き
ょ
う

子こ

さ
ん

------------------------------------------------------------

▼
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め

る
陳
情
書

　
・
提
出
者　
知
多
市
教
員
組
合
執
行
委
員
長
の

石い
し
田だ

貴た
か
之ゆ

き
さ
ん

▼
教
育
委
員
会
委
員

　
山や
ま

田だ

直な
お
ゆ
き行

氏
（
岡
田
緑
が
丘
）

陳

情

紹

介

人

事

案

件

 議会活動レポート

常任委員会
　常任委員会は、その所管に属する事務を調査する権限（所管事務調査）があり、
９月定例会における委員会では、次の所管事務調査を行いました。

○　総務委員会：避難所における感染症対策用資機材の備蓄状況について

○　福祉文教委員会：障がい児相談支援事業所（さんぽ）の事業内容について

○　建設経済委員会：衣浦西部浄化センターにおける汚泥の共同処理事業について

委
員
長　

藤
井
貴
範

　副
委
員
長　

藤
沢

　巌

委

　員　

伊
藤
正
明

　川
脇
裕
之

　中
平

　猛

　
　
　
　渡
邉
眞
弓

建
設
経
済
委
員
会

問問 答答

問問 答答

問答
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令
和
２
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計決

算
認
定

　
令
和
２
年
度
の
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
集
中

的
に
審
査
す
る
た
め
、
９
月
２
日
の
市
議
会
定
例

会
で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
付
託
を
受
け
た
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
を
は
じ
め
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
む
５
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
９
日
・
10
日
・
13
日

の
３
日
間
、
同
委
員
会
を
開
催
し
て
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
５
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
認
定
ま
た

は
可
決
し
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
11
月
号

の
広
報
ち
た
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

------------------------------------------------------------

〔
委
員
会
構
成
〕

委
員
長　
　
伊
藤
清
一
郎

副
委
員
長　
　
中
山
貴
弘

委　
　
員　
　
伊
藤
正
明　
　
藤
沢　
巌

　
　
　
　
　
　
石
濵
隼
人　
　
泉　
清
秀

　
　
　
　
　
　
川
脇
裕
之　
　
中
平　
猛

〔
審
査
の
経
過
〕

（
一
般
会
計
）

　
質
問
件
数　
２
４
５
件

　
討
論
件
数　
反
対
討
論
２
件
、
賛
成
討
論
１
件

（
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
）

　
質
問
件
数　
14
件

　
討
論
件
数　
反
対
討
論
１
件
、
賛
成
討
論
１
件

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
）

　
質
問
件
数　
３
件

　
討
論
件
数　
反
対
討
論
１
件

（
水
道
事
業
会
計
）

　
質
問
件
数　
７
件

（
下
水
道
事
業
会
計
）

　
質
問
件
数　
５
件

　
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
状
況
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計・特別会計決算一覧
（単位：円）

会 計 別 歳 入 歳 出

一 般 会 計 38,207,516,275 36,726,299,204

特
別
会
計

国 民 健 康 
保 険 事 業 7,677,505,416 7,518,980,573

後期高齢者 
医 療 事 業 1,298,809,497 1,296,620,012

小 計 8,976,314,913 8,815,600,585

合　計 47,183,831,188 45,541,899,789

企業会計決算一覧
（単位：円）

会 計 別 収 入 支 出

水 道
事 業

収益的収支 1,291,420,098 1,149,355,708

資本的収支 273,401,724 682,687,246

下水道 
事 業

収益的収支 2,006,687,695 1,769,155,554

資本的収支 1,117,857,780 1,316,966,026

（消費税及び地方消費税を含む）

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

２
年
度
の
個
人
及
び
法
人
市
民
税

コ
ロ
ナ
の
影
響
な
し

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
個
人
市
民
税
及

び
法
人
市
民
税
が
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
た

理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
２
年
度
の
個
人
市
民
税
は
、
元
年
中
の
所
得

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
、
法
人
市
民
税
は
、
臨
海
部
の
大
手
企

業
が
事
業
統
合
に
よ
る
効
果
で
業
績
を
上
げ
た

こ
と
か
ら
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
及
び
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
よ
り

業
務
の
効
率
化
を
図
る

問　
Ｒ
Ｐ
Ａ
使
用
料
及
び
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
使
用
料

の
取
組
と
成
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
で
は
、
税
務
に
お
け
る
軽
自
動
車
の
異
動

位
置
検
索
専
用
端
末
の
貸
与
に
よ
り

行
方
不
明
の
高
齢
者
を
早
期
発
見

問　
認
知
症
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
内
容
及
び
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
行
方
不
明
の
お
そ
れ
の
あ
る
、
要
介
護
認
定

を
受
け
た
認
知
症
高
齢
者
な
ど
を
介
護
す
る
家

族
を
対
象
に
、
位
置
検
索
の
た
め
の
専
用
端
末

骨
髄
等
提
供
者
等
支
援
事
業
交
付
金

提
供
者
１
人
と
そ
の
事
業
所
に
交
付

問　
骨
髄
等
提
供
者
等
支
援
事
業
交
付
金
の
実
績

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
こ
の
事
業
は
、
骨
髄
等
（
骨
髄
及
び
末
梢
血

管
細
胞
）
の
提
供
者
及
び
そ
の
方
を
雇
用
す
る

事
業
所
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。

　
　
提
供
者
は
、
１
人
で
、
１
日
当
た
り
２
万
円

を
７
日
分
、
計
14
万
円
を
交
付
し
ま
し
た
。
ま

た
、
提
供
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
も
１
日
当

た
り
１
万
円
を
７
日
分
、
計
７
万
円
を
交
付
し

ま
し
た
。

情
報
の
デ
ー
タ
入
力
な
ど
９
つ
の
事
務
で
Ｒ
Ｐ

Ａ
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
作
業
時

間
を
約
５
０
０
時
間
削
減
し
、
正
確
な
事
務
処

理
の
運
用
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
市
民
か
ら
の
様
々
な
問
合
せ
に
対
し
、

Ａ
Ｉ
が
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
24
時
間
自
動
応
答
す

る
Ａ
Ｉ
総
合
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。

約
１
８
０
０
件
の
利
用
が
あ
っ
た
ほ
か
、
手
書

き
の
書
類
を
Ａ
Ｉ
に
よ
り
読
み
取
る
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ

Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
※
Ｒ
Ｐ
Ａ
…
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

定
型
業
務
の
自
動
化
技
術

を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
こ
の
端
末
は
、
行
方
不

明
時
に
、
家
族
の
要
請
に
よ
り
位
置
情
報
を
提

供
す
る
も
の
で
、
提
供
回
数
は
83
回
で
し
た
。

　
　
効
果
と
し
て
は
、
行
方
不
明
時
に
位
置
情
報

を
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

一

般

会

計

問問 答答

問答

問答
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公
園
な
ど
の
２
年
度
利
用
件
数

コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
約
２
割
減
少

問　
公
園
管
理
事
務
所
が
所
管
す
る
施
設
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
の
た
め
、
２
年
４
月
か
ら
２
か
月
間
、
所
管

施
設
の
利
用
を
休
止
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
30
年
度
と
比
較
し
て
、
利

用
許
可
件
数
は
約
２
割
減
少
し
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
利
用
者
の
密
を
避
け
る
な
ど
の
予
防

対
策
に
よ
り
、
利
用
人
数
は
約
４
割
減
少
し
ま

し
た
。

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

　
認
定
議
案
第
３
号
関
係

　
認
定
議
案
第
４
号
関
係

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

　
認
定
議
案
第
１
号
関
係

日
長
地
区
の
た
め
池
の
耐
震
対
策
に

防
災
ダ
ム
事
業
負
担
金
を
支
出

問　
防
災
ダ
ム
事
業
負
担
金
の
対
象
事
業
及
び
負

担
率
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
対
象
事
業
は
、
県
の
事
業
で
あ
る
日
長
地
区

の
石
根
下
池
及
び
種
廻
間
池
の
耐
震
対
策
事
業

で
、
２
年
度
は
実
施
設
計
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
負
担
率
は
事
業
費
の
16
％
で
す
。

通
信
指
令
業
務
の
一
元
化
な
ど
で

迅
速
な
出
動
体
制
を
構
築

問　
知
多
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
営
負
担
金

に
関
し
、
単
独
で
通
信
指
令
業
務
を
行
っ
て
い

た
と
き
と
の
違
い
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
単
独
で
通
信
指
令
業
務
を
行
っ
て
い
た
と
き

は
、
通
信
指
令
員
と
し
て
６
人
を
配
置
し
て
い

ま
し
た
が
、
広
域
で
運
営
し
て
い
る
現
在
は
、

　
派
遣
職
員
は
４
人
で
、
差
分
の
２
人
を
現
場
の

出
動
隊
員
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
　
ま
た
、
通
信
指
令
業
務
の
一
元
化
、
高
機
能

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
迅
速
な

出
動
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
広
域
的
な

災
害
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

口
座
振
替
な
ど
で
収
入
未
済
額
削
減

問　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
収
入
未
済
額
の

削
減
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
未
納
が
あ
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
電
話
、

文
書
に
よ
る
催
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

　
未
納
額
が
高
額
な
方
な
ど
を
中
心
に
、
毎
月
、

自
宅
訪
問
を
行
い
、
生
活
状
況
な
ど
を
考
慮
し

保
険
料
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
度
重
な

る
催
告
の
末
、
納
付
し
な
い
方
に
対
し
て
は
、

預
金
調
査
及
び
預
金
差
押
え
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
未
納
を
未
然
に
防
ぐ
取
組
と
し

て
口
座
振
替
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
結
果
、
口
座
振
替
件
数
は
、
元
年
度
よ

り
約
１
１
０
０
件
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
納

期
限
内
の
納
付
も
増
加
し
、
督
促
発
送
件
数
は

約
２
８
０
件
減
少
し
ま
し
た
。

地
中
漏
水
に
よ
り
有
収
率
が
減

老
朽
管
の
更
新
を
計
画
的
に
進
め
る

問　
有
収
率
が
前
年
度
比
減
と
な
っ
た
要
因
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
元
年
度
の
漏
水
修
理
件
数
が
57
件
な
の
に
対

し
、
２
年
度
は
80
件
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
配
給
水
管
か
ら
の
地
中
漏
水
が
主
な
要
因
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
る
老
朽
管
が

増
え
て
い
く
た
め
、
計
画
的
に
老
朽
管
の
更
新

を
進
め
、
漏
水
時
の
早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
※
有
収
率
…
浄
水
場
な
ど
か
ら
供
給
し
た
水
量

（
配
水
量
）
に
対
す
る
、
水
道
料
金
の
対
象

と
な
っ
た
水
量
（
有
収
水
量
）
の
割
合

八
幡
中
学
校
の
外
壁
改
修
工
事

北
棟
の
一
部
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有

問　
中
学
校
の
外
壁
塗
装
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査

の
調
査
結
果
及
び
今
後
の
調
査
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答　
今
後
、
外
壁
改
修
を
予
定
し
て
い
る
八
幡
中

混
雑
度
合
い
の
発
信
な
ど
を
行
い

梅
ま
つ
り
の
来
場
者
の
密
集
を
緩
和

問　
誘
客
多
角
化
等
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
実
証

事
業
の
効
果
及
び
今
後
の
取
組
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
効
果
と
し
て
は
、
佐
布
里
池
梅
ま
つ
り
会
場

の
梅
林
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
来
場
者
を
昼

間
と
夜
間
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
サ
イ
ト
に
お

い
て
来
場
者
数
や
混
雑
度
合
い
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
会
場
に
お
け
る
来
場
者
の
密
集
を
緩
和

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
対
策
を

効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

　
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
選
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
梅
ま
つ
り
を
開
催
し
、
観
光
誘
客
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

学
校
の
北
棟
、
中
棟
、
南
棟
の
外
壁
塗
装
剤
を

採
取
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
定
性
分
析
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
北
棟
の
一
部
の
層
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
棟
、
南
棟

に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
今
後
は
、
施
設
の
改
修
計
画
に
基
づ
き
、
外

壁
改
修
工
事
の
実
施
前
に
調
査
を
終
え
、
結
果

を
反
映
さ
せ
た
設
計
が
速
や
か
に
行
え
る
よ
う
、

計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

特

別

会

計

企

業

会

計

各会計の説明

一般会計
　福祉、子育て、教育、土木などの基本的な施策を行うための
会計で、市税などを主な財源としており、市の予算の中心とな
るものです。

特別会計
　国民健康保険事業など、特定の目的や収入がある事業につい
ては、一般会計と分けて「特別会計」とし、事業ごとの収支を
明確にしています。
　本市には、国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療事業
特別会計の２つの特別会計があります。

企業会計
　会社経営のように、複式簿記・発生主義による会計です。
　本市には、水道事業会計、下水道事業会計の２つの企業会計
があります。

問問問 答答

問問 答答 答

問答

問答
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９月定例 会 議 案 審 議 結 果

件　　名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果
議案38

議案39
議案40
議案41
議案42
議案43

議案44

議案45
議案46
議案47

議案48

議案49

議案50
認定１
認定２

認定３

認定４

認定５

同意３
報告９

報告10
意見書１

意見書２

知多市個人情報保護条例及び知多市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
知多市税条例の一部改正について
知多市使用料及び手数料条例の一部改正について
財産の取得について（はしご自動車）
財産の取得について（電子黒板）
市道路線の認定について

令和３年度知多市一般会計補正予算（第５号）

令和３年度知多市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度知多市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度知多市一般会計補正予算（第６号）

令和３年度知多市一般会計補正予算（第７号）

知多市議会の議員が長期欠席した場合における議員報酬等の特例
に関する条例の一部改正について
知多市議会会議規則の一部改正について
令和２年度知多市一般会計歳入歳出決算認定について
令和２年度知多市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて
令和２年度知多市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定
について

令和２年度知多市水道事業会計利益の処分及び決算認定について

令和２年度知多市下水道事業会計利益の処分及び決算認定について

教育委員会委員の任命について
市長専決処分事項の報告について
（公用車による事故の損害賠償の額の決定及び和解）
令和２年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持
及び拡充を求める意見書について
国による私立高等学校の助成の拡充に関する意見書について

総 務

総 務
総 務
総 務
総 務
－

総 務
福祉文教
建設経済
福祉文教
福祉文教
総 務
総 務
福祉文教
建設経済

－

－
決算審査特別

決算審査特別

決算審査特別

決算審査特別

決算審査特別

－

－

－

－

－

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

－
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

－

－
認定（多数）

認定（多数）

認定（多数）

可決及び
認定（全員）
可決及び
認定（全員）

－

－

－

－

－

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
認定（多数）

認定（多数）

認定（多数）

可決及び
認定（全員）
可決及び
認定（全員）
同意（全員）

受理

受理

可決（全員）

可決（全員）

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。

※勝崎泰生議員は議長のため賛否を表していません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：賛成　　×：反対

賛否の分かれた議案の個人別賛否の状況

会派名 創　政　会 市 民 ク ラ ブ 公明党・
保守連合会

日本共産党
議員団

新緑
知多

議員名

議案名

伊

藤

正

明

石

濵

隼

人

伊
藤
清
一
郎

渡

邉

眞

弓

勝

崎

泰

生

中

山

貴

弘

藤

沢
　

巌

藤

井

貴

範

林
　

正

則

古

俣

泰

浩

夏

目
　

豊

泉
　

清

秀

冨
田
一
太
郎

大

村
　

聡

久

野

た

き

中

平
　

猛

川

脇

裕

之

認定１ ○ ○ ○ ○
議　　　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

認定２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認定３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
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市
政
に
対
す
る

一

般

質

問

　
第
５
回
定
例
会
本
会
議
で
、
12
人
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
議
員
名
の
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
各
議
員
の
質
問
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

市
民
ク
ラ
ブ

古

俣

泰

浩

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供

問　
子
育
て
支
援
に
関
し
、
出
産
及
び
育
児
に
関

す
る
相
談
・
支
援
体
制
と
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
子
育
て
家
庭
の
不
安
や
悩
み
に
対
し
、
母
子

保
健
及
び
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
に
わ
た
り
切
れ

目
の
な
い
情
報
提
供
と
相
談
・
支
援
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
　
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
産
後
の
母
親
の
心
身
の

疲
労
回
復
や
育
児
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
し
、

　
さ
ら
に
は
産
後
鬱
や
虐
待
を
予
防
す
る
も
の
で
、

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
な
ど
に
利
用
案
内
を
し

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

子育て相談の様子

が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化

補
助
を
含
め
支
援
の
在
り
方
を
検
討

問　
が
ん
対
策
の
一
環
と
し
て
、
医
療
用
補
正
具

の
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答　
が
ん
の
治
療
に
お
い
て
は
、
抗
が
ん
剤
や
手

術
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
脱
毛
を
は
じ
め
様
々

９
２
９
件
の
手
続
で
押
印
を
廃
止
し

19
の
手
続
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
付

問　
行
政
手
続
等
の
簡
素
化
に
向
け
た
押
印
廃
止

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
前
年
度
ま
で
市
が
押
印
を
求
め
て
い
た
手
続

は
、
全
体
で
１
０
６
３
件
で
、
そ
の
う
ち
会
計

通
学
路
な
ど
に
お
け
る
危
険
箇
所

改
善
要
望
も
踏
ま
え
85
か
所
を
抽
出

問　
通
学
路
な
ど
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
抽
出
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
本
市
で
は
、
通
学
路
及
び
保
育
園
な
ど
の
園

外
活
動
コ
ー
ス
の
安
全
総
点
検
を
７
月
に
行
い

ま
し
た
。
現
在
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
通
学
路

に
お
け
る
合
同
点
検
等
実
施
要
領
も
踏
ま
え
、

　
取
り
ま
と
め
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
点
検
に
お
い
て
は
、
見
通
し
の
よ
い
道
路
な

ど
車
の
速
度
が
上
が
り
や
す
い
箇
所
や
、
保
護

者
、
地
域
住
民
か
ら
改
善
要
望
が
あ
っ
た
箇
所

な
ど
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
総
点
検
の
結
果
、
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て

い
る
方
々
な
ど
の
意
見
を
含
め
、
現
在
、
小
中

学
校
か
ら
74
か
所
、
保
育
園
か
ら
11
か
所
の
合

計
85
か
所
の
危
険
箇
所
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。

農
業
者
の
人
手
不
足
解
消
に
向
け

援
農
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
検
討

問　
耕
作
放
棄
地
対
策
及
び
援
農
者
の
活
用
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
対
し
、

適
正
な
保
全
管
理
、
営
農
指
導
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
貸
手
・
借
手
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
集
約
や
集
積
を
進
め
、
発
生
の
防
止

及
び
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
　
援
農
者
に
つ
い
て
は
、
有
償
・
無
償
を
問
わ

ず
農
繁
期
に
お
け
る
農
業
者
の
人
手
不
足
を
補

う
有
効
な
方
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
援
農
者
と
、
そ
の
手
助
け

を
必
要
と
す
る
農
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
、
人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

公
明
党
・
保
守
連
合
会

大

村

　
聡

な
外
見
の
変
化
な
ど
が
起
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
変
化
に
対
す
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
、
国
や
県
な
ど
の
動
向
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
補
助
制
度
を
含
め
た
有
効
な
患
者
支
援

の
在
り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問

問

答

答

公
明
党
・
保
守
連
合
会

泉

　
清

秀

問答

及
び
契
約
手
続
な
ど
を
除
く
９
２
９
件
に
つ
い

て
押
印
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
押
印

を
廃
止
し
た
主
な
も
の
は
、
保
育
所
入
所
申
込

書
、
市
民
税
・
県
民
税
減
免
申
請
書
な
ど
で
、

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

11
月
か
ら
は
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付

請
求
を
、
３
年
６
月
か
ら
は
児
童
手
当
・
特
例

給
付
の
現
況
届
を
新
た
に
追
加
し
、
現
在
19
の

手
続
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問

答問答
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コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
る

企
業
誘
致
活
動
へ
の
影
響
は
な
い

問　
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
た
こ
と
に
よ
る
企
業

誘
致
活
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
知
多
大
興
寺
（
２
期
）
地
区
内
陸
用
地
造
成

事
業
で
は
、
県
企
業
庁
に
対
し
13
社
か
ら
の
立

地
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
分
譲
予
定
面
積
の
約

11
・
９
㌶
を
超
え
る
取
得
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
進
出
検
討
を
中
止
す
る
旨

の
連
絡
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
用
地
造
成
工
事
も

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
遅
れ
の
報
告
は
受
け

て
い
ま
せ
ん
。

　
　
知
多
新
南
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
現
在
、

保
留
地
販
売
の
相
談
や
仮
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
事
業
者
か
ら
の
問
合
せ
は
多
く
あ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
た
こ
と
に
よ
る
誘
致
へ
の

影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
本
台
・
梅
が
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
売
却

近
隣
住
民
へ
の
説
明
を
順
次
行
う

問　
寺
本
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
梅
が
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
売
却
に
関
し
、
近
隣
住
民
へ
の
意
見
聴
取

の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
寺
本
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
寺
本
台

町
内
会
か
ら
要
請
が
あ
り
、
８
月
26
日
に
現
在

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
梅
が
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

現
時
点
で
は
導
入
の
考
え
は
な
い

問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る
考
え

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
本
市
で
は
、
知
多
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
に
お
い
て
、
誰
も
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
、
性
別
や
年
齢
、
国
籍
な
ど
に
か
か
わ

ら
ず
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
地
域
や
Ｎ

Ｐ
О
、
事
業
者
な
ど
と
連
携
・
協
働
し
、
多
様

性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
　
し
か
し
、
現
時
点
で
は
当
事
者
か
ら
声
を
い

た
だ
い
て
い
な
い
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討

体
育
館
へ
の
設
置
も
調
査
研
究
す
る

問　
小
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
小
中
学
校
全
て
の
普
通
教
室
に
整
備
し
た
エ

ア
コ
ン
は
、
稼
働
の
期
間
や
温
度
の
目
安
な
ど

を
記
載
し
た
エ
ア
コ
ン
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
識
啓
発
と
、
各
学

校
で
の
統
一
的
な
運
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
エ
ア
コ
ン
設
置
前
か
ら
利
用
し
て
い
た
天
井

扇
風
機
も
、
冷
暖
房
効
果
を
高
め
る
た
め
に
併

用
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
は
、
児
童
生
徒
の
利
用
の
多
い
特
別
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し

て
い
る
自
治
体
の
取
組
に
つ
い
て
情
報
を
収
集

し
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

老
人
福
祉
施
設
の
統
廃
合
と
と
も
に

６
ス
ポ
ー
ツ
施
設
有
料
化
を
検
討

問　
緊
急
財
政
改
善
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
有
料
化
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
つ
つ
じ

が
丘
公
園
野
球
場
、
七
曲
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
石
根
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
６
施
設
の
有

料
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
大
知
山
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
西
知
多
道
路
の
計
画
区
域
に
含
ま
れ
て

お
り
、
３
年
度
を
も
っ
て
廃
止
予
定
で
す
。
ま

た
、
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
上
で
、

適
正
な
料
金
設
定
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
こ
の
ほ
か
、
老
人
福
祉
施
設
の
統
廃
合
に
向

け
て
は
、
利
用
対
象
を
多
世
代
と
す
る
こ
と
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、
施
設
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。

脱
炭
素
の
切
り
札
・
水
素
に
着
目
し

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
挑
戦

問　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
本
市
は
、
８
月
23
日
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

　
ィ
ち
た
宣
言
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
取
組
の

一
環
と
し
て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
庁
用
車

の
50
％
を
電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
な
ど
に
切
り
替
え
て
い
く
予
定
で
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

中

平

　
猛

市
民
ク
ラ
ブ

藤

沢

　
巌

創
政
会

伊
藤
清
一
郎

市
民
ク
ラ
ブ

中

山

貴

弘

創
政
会

石

濵

隼

人

意
向
も
踏
ま
え
、
必
要
な
説
明
を
順
次
行
い
ま

す
。

梅が丘グラウンド

市内小中学校に設置されているエアコン

問答

問答

問答

問答

問答

問答
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開
設
す
る
避
難
所
の
場
所
や
箇
所
数

災
害
の
種
類
、
規
模
な
ど
で
決
定

問　
避
難
所
の
開
設
基
準
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
今
年
施
行
さ
れ
た
改
正
災
害
対
策
基
本
法
で
、

「
避
難
勧
告
」
が
「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ

れ
る
な
ど
、
避
難
情
報
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等
避
難
」
で

は
、
避
難
に
時
間
が
か
か
る
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
な
ど
は
、
こ
の
段
階
で
危
険
な
場
所

か
ら
の
避
難
が
必
要
で
す
。
こ
の
避
難
に
は
、

避
難
所
な
ど
に
行
く
だ
け
で
な
く
、
知
人
宅
へ

の
避
難
や
屋
内
で
の
安
全
確
保
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
　
警
戒
レ
ベ
ル
３
や
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難

指
示
」
を
発
令
し
た
場
合
、
市
は
避
難
所
を
開

設
し
ま
す
が
、
避
難
所
の
場
所
や
箇
所
数
は
、

　
避
難
指
示
の
対
象
区
域
や
、
災
害
の
種
類
、
規

模
な
ど
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

危
険
性
が
高
い
盛
土
造
成
地
は予防

対
策
を
検
討

問　
市
内
の
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
現
状
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
で

は
、
盛
土
造
成
さ
れ
た
宅
地
で
滑
動
崩
落
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
県

は
令
和
元
年
に
身
近
な
大
規
模
盛
土
造
成
地
の

存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
な
ど
を
主
な
目
的
に
、

大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
を
公
表
し
て
い
ま

す
。

　
　
本
市
に
お
い
て
は
、
１
７
７
か
所
の
大
規
模

盛
土
造
成
地
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

　
大
規
模
盛
土
ご
と
の
地
震
時
安
定
性
の
確
認
を

行
う
た
め
の
評
価
を
行
い
、
危
険
性
が
高
い
造

成
地
が
あ
れ
ば
、
崩
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
工
事
な

ど
の
予
防
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て

引
き
続
き
生
活
困
窮
者
を
支
援

問　
緊
急
小
口
資
金
と
総
合
支
援
資
金
の
申
請
件

数
、
及
び
食
糧
支
援
な
ど
の
生
活
困
窮
者
支
援

を
充
実
さ
せ
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
緊
急
小
口
資
金
の
申
請
件
数
は
、
令
和
元
年

度
４
件
、
２
年
度
５
５
５
件
、
３
年
度
は
７
月

末
現
在
で
68
件
で
す
。
総
合
支
援
資
金
の
申
請

件
数
は
、
元
年
度
な
し
、
２
年
度
１
９
８
件
、

金
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

将
来
の
新
市
街
地
候
補
と
し
て
整
備

問　
西
知
多
道
路
金
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
周
辺
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
金
沢
Ｉ
Ｃ
建
設
予
定
地
周
辺
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
、
民
間
と
の
連
携
を
含
め
た
広
域
交

流
拠
点
と
な
る
施
設
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
整
備
方
針
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

民
間
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

　
竹
内
慎
治
議
員　
逝
去

　
市
議
会
議
員
竹
内
慎
治
氏
（
創
政
会
）
が

去
る
９
月
２
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
平
成
25
年
の
初
当
選
以
来
、
３
期

目
の
任
期
中
で
し
た
。
そ
の
間
、
広
報
広
聴

委
員
会
副
委
員
長
、
建
設
経
済
委
員
会
副
委

員
長
、
議
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
市
政
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
９
月
定
例
会
５
日
目
の
冒
頭

に
出
席
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
改
め
て
故
人
の
功
績
を
し
の
び
、
こ
こ
に

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

公
明
党
・
保
守
連
合
会

冨
田 

一
太
郎

市
民
ク
ラ
ブ

藤

井

貴

範

日
本
共
産
党
議
員
団

　

久

野

た

き

新
緑
知
多

川

脇

裕

之

　
　
ま
た
、
知
多
方
面
に
は
、
水
素
受
入
れ
基
地

の
条
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
素
受
入

れ
基
地
の
有
力
な
候
補
で
あ
る
と
の
情
報
を
得

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
の

切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
る
水
素
に
着
目
し
、

　
水
素
に
よ
る
低
炭
素
な
暮
ら
し
・
基
盤
づ
く
り

を
施
策
の
一
つ
と
し
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

に
挑
戦
し
ま
す
。

　
３
年
度
は
７
月
末
現
在
で
１
１
８
件
で
す
。

　
　
食
糧
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
立
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
生
活
困
窮
者
の
方
に
食

品
を
無
料
で
提
供
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
引
き
続
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

社会福祉協議会の事務局がある
知多市福祉活動センター

て
い
ま
す
。
回
答
の
中
で
は
食
に
関
す
る
施
設

へ
の
関
心
が
高
く
、
西
知
多
道
路
事
業
の
進
捗

を
踏
ま
え
て
調
整
を
進
め
、
２
０
２
７
年
を
め

ど
に
整
備
方
針
を
決
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
当
該
地
区
は
、
広
域
交
通
の
利
便
性
を
生
か

し
、
観
光
交
流
・
地
域
振
興
系
の
土
地
利
用
検

討
地
区
と
し
て
お
り
、
将
来
の
新
市
街
地
候
補

と
し
て
い
ま
す
。

問答

問答 問答

問答
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議会活動メモ
　知多市議会は社会貢献活動として交通安全啓発活動を
実施しました。活動の詳細は、次のとおりです。
　日　時：３年９月 24 日（金）
　　　　　午後４時から４時 30 分まで
　内　容：秋の全国交通安全運動期間にあわせ、夕暮れ　　　
　　　　　時の早目のライト点灯を啓発し、広く交通安
　　　　　全を呼びかけました。
　　　　　（協力：知多警察署）

本会議の会議録・録画映像が
ご覧になれます

　過去の本会議会議録及び本会議録画映像
を、インターネット上の次の場所でそれぞ
れ公開しています。
　スマートフォンからのアクセスには、次
のＱＲコードを御利用ください。

【会議録】
市ホームページ→市議会→議会　会議録検索→
会議録検索→会議録検索（外部リンク）

【録画映像】
市ホームページ→市議会→本会議映像配信→本
会議録画映像配信→本会議録画映像（外部リン
ク）

会議録 録画映像

市役所南交差点で交通安全を呼びかける様子

　第６回市議会臨時会を10月６日午前９時30分から１日間の会期で開きました。今臨時会は、市議会議員
補欠選挙を受けての議会で、議席の一部変更及び指定、常任委員会委員の選任を行いました。

１０月議会

新 議 員 紹 介

１　　山　本　金　弥
　　　岡田　７０歳
　　　創政会

▼議席の一部変更
　１番から１１番までの議員の議席を２番から
１２番までに変更しました。

▼議席の指定
　山本議員の議席を１番に指定しました。

▼常任委員会委員の選任
　福祉文教委員会委員　山本金弥

第６回臨時会
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～話しませんか市議会と
聴かせてくださいご意見を～

第
10
回　
知
多
市
議
会　
議
会
報
告
会

　
今
年
度
の
議
会
報
告
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
が
、
６

月
・
９
月
定
例
会
の
議
会
報
告
資
料
を
市
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
議
員
に
よ
る
報
告
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
報
告
の
内
容
や
、
意
見
交
換
会
の
テ
ー
マ

（
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
回
答
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
議
会
報
告
資
料
の
内
容
】

　
次
の
５
つ
の
委
員
会
か
ら
６
月
・
９
月
定
例
会
の

議
案
の
報
告
や
委
員
会
の
審
査
経
過
な
ど
の
報
告

　
　
①　
議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
の
運
営
な
ど
）

　
　
②　
総
務
委
員
会
（
財
政
・
防
災
な
ど
）

　
　
③　
福
祉
文
教
委
員
会
（
福
祉
・
教
育
な
ど
）

　
　
④　
建
設
経
済
委
員
会
（
環
境
・
道
路
な
ど
）

　
　
⑤　
広
報
広
聴
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
な
ど
）

　
掲
載
ペ
ー
ジ
及
び
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

YouTube

ホームページ
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８　
月

４
日　
知
多
五
市
議
会
議
長
会
（
大
府
市
）

18
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
常
任
委
員
長
会
議

23
日　
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
定
例
会
（
名
古
屋
市
）

27
日　
知
多
北
部
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
（
東
海
市
）

30
日　
第
５
回
定
例
会
本
会
議
第
１
日

　
　
　
（
議
案
上
程
）

議
　
会
　
日
　
誌

31
日　
本
会
議
第
２
日
（
一
般
質
問
）

９　
月

１
日　
本
会
議
第
３
日
（
一
般
質
問
）

２
日　
本
会
議
第
４
日
（
議
案
審
議
・
決
算
認
定

　
　
　
議
案
上
程
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

３
日　
福
祉
文
教
委
員
会

６
日　
建
設
経
済
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

７
日　
本
会
議
第
５
日
（
議
案
上
程
・
議
案
審
議

　
　
　
委
員
会
付
託
・
委
員
長
報
告
・
討
論
・
議

 
＝議会を傍聴してみませんか＝

11月・12月の議会開催日程（予定）

11月２日（火）全員協議会
11月24日（水）議会運営委員会
12月８日（水）第７回定例会本会議（開会・議案上程）
12月９日（木）本会議（一般質問）
12月10日（金）本会議（一般質問）
12月13日（月）本会議（議案審議・委員会付託）
12月14日（火）福祉文教委員会
12月15日（水）建設経済委員会
12月16日（木）総務委員会
12月20日（月）議会運営委員会
　　　　　　　広報広聴委員会
12月22日（水）本会議（委員長報告・討論・採決・閉会）
　　　　　　　全員協議会

※　各常任委員会の開催日程は、11月24日頃に決定します。
　時間はいずれも午前９時30分からを予定していますが、
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
　また、手話通訳または要約筆記を希望される方は、事前に
事務局までお申し込みください。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴される方は、
手指消毒やマスク着用などの咳エチケットにご協力ください。
　発熱や体調のすぐれない方は、傍聴をご遠慮ください。
　なお、市役所庁舎１階ロビーにおいて、本会議の様子をモ
ニターでライブ中継します。

　広報広聴委員会については、令和４年１月に２回の開催を
予定しています。
（詳しくは、知多市ホームページ内の市議会のぺージをご覧
ください。）
　電　話　0562‐36‐2685（直通）
　ＦＡＸ　0562‐33‐8299

　
　
　
案
採
決
）

　
　
　
総
務
委
員
会

９
日
・
10
日
・
13
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

17
日　
本
会
議
最
終
日
（
議
案
上
程
・
議
案
審
議

　
　
　
委
員
会
付
託
・
委
員
長
報
告
・
討
論
・
議

　
　
　
案
採
決
）

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　
建
設
経
済
委
員
会

　
　
　
総
務
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

27
日　
会
派
代
表
者
会
議

29
日　
議
会
運
営
委
員
会

10　
月

１
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

５
日　
西
知
多
医
療
厚
生
組
合
議
会
臨
時
会

６
日　
第
６
回
臨
時
会
本
会
議

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
協
議
会

　
　
　
全
員
協
議
会

８
日　
広
報
広
聴
委
員
会

15
日　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
広
報
広
聴
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
前
列
右
か
ら
、
夏
目　
豊
、
泉　
清
秀
、

後
列
右
か
ら
、
林　
正
則
、
久
野
た
き
、

伊
藤
清
一
郎
、
石
濵
隼
人
、
藤
沢　
巌
、

伊
藤
正
明
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・

・

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
紹
介


